
五輪２大会連続出場を目指す
バレーボール選手 田代 佳奈美さん

今夏の東京オリンピック
出場に向けて、現在は自身
の技術力、メンタル面を
日々の練習で強化してい
ます。
コロナの影響で、コン

ディションを整えるのは
難しい状況ではありますが、

試合を重ねながら、調子はとて
も良くなってきています。

オリンピックへは２大会連続の出場になりますが、
目標としては、まずはメンバーに入ること。そしてメ
ダル獲得に向けて、セッターとしての自分の役割に徹
したいです。

コロナ禍で、思うように練習ができず、落ち
込んだりすることもありました。そんな時、支え
になったのは、家族です。可愛い甥っ子や姪っ子
とのテレビ電話は、大きな心の支えになりました。

日常にたくさんの制限があり、ストレスの日々
が続きますが、スポーツの力を通して、たくさん
の人が少しでも元気になれるように、自分らしさ
を忘れず全力のプレーをお届けしていきたいと
思っていますので、皆さんの応援をよろしくお願
いします。

うますぎる広報大使

問秘書広報課 広報・広聴係
☎ 551-0641 ＦＡＸ 553-1280

うますぎ★ブランド
伊勢村 浩司さん
まちづくりから市民農園を開設

伊勢村さんは、平成 24 年に安養寺景観まちづくり
協議会に参画し、部会活動の一環として「Ａ

エ イ プ ラ ス

＋ Plus
安養寺農園」を開設されました。
「Ａ＋ Plus」には、住み親しんだ安養寺への「さらなる」

という想いが込められています。より元気により楽し
いまちづくりを行うため、部会メンバーと野菜や果実

の栽培のほか、焼き芋会などの収穫祭の開催に取
り組んでおられます。

栽培は循環型農法にこだわって、台所から出
る野菜くずなども堆肥化して畑に使用。創意工夫
をして特産化した「安養寺にんにく」は、直売所
への出荷もされています。

また、農園の一部を市民農園として区画貸しす
ることで、都市化の進展で今では難しくなった土
に親しむ機会を提供されています。

自ら生産した野菜を食べる喜びを
提供し、生きがいづくりや健康の増
進、食育につながる市民農園の開設
を、本市では応援しています。

問農林課　農政係
☎ 551-0124　ＦＡＸ 551-0148

美味い！みごとな料理
上手い！たくみな技術
旨い！！くらしの知恵
馬！！！栗東といえば
など、まちの「うますぎ！」を紹介します。

ＳＮＳ　画面の向こうは　ＳＯＳ
～令和元年度人権啓発作品 標語の部 佳作作品～ 10No.986　2021. ３. １　広報りっとう


	名称未設定

